鈴鹿市スポーツ少年団ジュニアリーダー会規程

（総　則）
第1条 この規程は，鈴鹿市スポーツ少年団ジュニアリーダー会（Ｓｕｚｕｋａ　Ｊｕｎｉｏｒ　Ｌｅａｄｅｒ　Ｃｌｕｂ　略称Ｓ．Ｊ．Ｌ．Ｃ）に関することを定める。

（目　的）
第2条 鈴鹿市スポーツ少年団のジュニアリーダーが相互に協力し，友情を深め，自らの資質の向上に努める。

2 高校生年齢に達した際には，三重県スポーツ少年団リーダー会への登録をすすめ，スポーツ少年団の発展に寄与する。
（事　業）
第3条 本会は，前条の目的を達成するため次の事業を行う。
(1) 友情を深め，資質の向上に努めるための研修会
(2) 鈴鹿市スポーツ少年団の行事への参加と運営補助
(3) 三重県スポーツ少年団の行事への参加
(4) 三重県スポーツ少年団ジュニアリーダー研修会への参加
(5) 三重県スポーツ少年団リーダー会行事への参加と協力

(6) その他本会の目的を達成するために必要な活動
（資　格）　　　　　
第4条 本会の会員は，鈴鹿市スポーツ少年団登録の小学５年生以上中学３年生の団員で，三重県スポーツ少年団ジュニアリーダースクールにおいて，資格取得者または，当年取得予定者とする。
（資格の喪失）

第5条 次の各項に該当するときは，会員資格を喪失する。
(1) 団員登録を行わなかった，または年度始めに申込を行わなかった場合。
(2) 本人からの退会の申し出があった場合。
(3) ジュニアリーダーとしてふさわしくない行為や会則に違反する行為があった場合。

(4) 総会または役員会において資格喪失と認められた場合。

（入　会）
第6条 本会への入会は，第４条資格者が，毎年度初めに入会申込により行う。
（役　員）
第7条 本会に次の役員を置く。
(１)　会長　１名　　　　(２)　副会長　３名以内　　　　　(３)　委員　若干名
(４)　顧問　若干名
（役員の選出）
第8条 本会の役員選出は，次のように行う。
(1) 委員は会員の中から選出する。
(2) 会長・副会長は委員の互選により選出する。
(3) 顧問は鈴鹿市スポーツ少年団本部及び，三重県リーダー会に派遣を依頼する。

（役員の任務）
第9条 本会の役員の任務は次による。
(1) 会長は，本会を代表し，会の運営に当たる。
(2) 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。
また，会の記録を保存し必要事項を伝達する。（書記を兼務）
(3) 委員は，本会の事業を遂行する為に必要な役割を分担する。
(4) 顧問は，会の運営が円滑に遂行されるよう，指導・助言・協力を行う

また，会計に関する業務及び資金調達の役割を分担する。
（役員の任期）

第10条 役員の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。
2 役員に欠員が生じた場合は，役員会において選出し会員に通知する。
ただし後任役員の任期は前任者の残任期間とする。
3 役員は任期が満了しても，後任者が就任するまでその職務を行う。
（総　会）
第11条 総会は年１回開催し，会長が召集してその議長を務める。
2 総会には会員の過半数の出席を必要とするが，出席できない委員は他の出席委員に議決権を委任できる。この場合委任した委員は出席とみなす。　
3 総会では，役員の改選，収支予算及び収支決算，事業報告及び事業計画の承認，その他重要事項を審議し決定する。

4 会長が必要と認めた場合には，臨時総会を開催することができる。

（役員会）
第12条 役員会は，会長・副会長・委員・顧問をもって構成する。
2 役員会は，本会の目的を達成する為の事業・行事を協議し，その推進にあたる。
（議　決）
第13条 会議の議決は，出席者の多数決にて決し，同数の場合は議長が決める。
（経　費）　
第14条 本会の経費は，スポーツ少年団他からの補助，寄付金等により，個人会費は不要とする。但し，行事・研修会等への参加費，交通費等の費用は個人負担とする。
（年　度）

第15条 本会の会計及び行事年度は，４月１日から翌年３月３１日までとする。
（事務局）
第16条 本会の事務局は，スポーツ少年団事務局にて行う。
（会則改正）

第17条 本会の会則の改正は，総会出席者の過半数の同意があった場合に可能とする。
附　則　　この会則は，平成２０年４月１日から施行する。

改　定　　平成２１年７月１０日

